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紅ほっぺ自家受粉個体の糖度分布

現地試験栽培を実施する有望系統

３次選抜した有望系統

果実品質と耐病性を重視した
イチゴのオリジナル品種育成

１．研究の目的

県内で栽培されているイチゴはほとん

どが冬の日照が多い地域で育成されてお

り、本県での栽培に適していません。

そこで、本県の気象条件に適応し、果

実が大きくて糖度が高く、病気にも強い

オリジナル品種の育成を目指しています｡

２．これまでの研究成果

‘紅ほっぺ’の自家受粉個体には、

親の平均的糖度12.5を上回るものが

ありました。

この他、選抜した高糖度系統と病気

に強い品種の交配も進めています。

（資源環境研究部 特産開発グループ TEL 0853-22-6721）


